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物
館
、
学
校
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～
学
校
移
動
博
物
館
～ 

「
博
物
館
や
資
料
館
な
ど
の
施
設
の
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
地
域
及
び
国
土

の
遺
跡
や
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
活

動
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。」
こ
れ

は
す
で
に
一
部
先
行
実
施
が
始
ま
り
、
平
成

三
十
二
年
度
（
令
和
二
年
度
）
に
完
全
実
施

と
な
る
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領 

社
会
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
で
す
。
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
児
童
の
知
的
好
奇
心

を
高
め
、
学
習
へ
の
動
機
付
け
や
学
習
の
深

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
諸
感
覚
を
通
し
て

実
物
や
本
物
に
触
れ
る
感
動
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
も
浜
松
市
博
物

館
に
は
校
外
学
習
と
し
て
、
の
べ
百
二
十
二

校
の
小
学
校
が
来
館
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
と
は
別
に
、
浜
松
市
博
物
館
で
は
毎

年
博
物
館
職
員
が
学
校
に
訪
問
し
て
、
資
料

の
展
示
・
解
説
や
体
験
活
動
を
行
う
「
学
校

移
動
博
物
館
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
五
月
の
横
山
小
を
皮
切
り
に
市
内
小
学

校
十
校
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。 

内
容
は
、
主
に
三
つ
あ
り
ま
す
。
①
「
大 

昔
の
く
ら
し
の
道
具
」
と
し
て
縄
文
・
弥
生
・

古
墳
時
代
の
特
徴
的
な
土
器
や
石
器
な
ど
の

実
物
資
料
。
②
「
昔
の
く
ら
し
の
道
具
」
と

し
て
炭
火
ア
イ
ロ
ン
や
羽
釜
な
ど
の
主
に
大

正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
頃
の
実
物
資
料
。
③

「
太
平
洋
戦
争
と
浜
松
」
と
し
て
日
の
丸
寄

せ
書
き
や
焼
夷
弾
な
ど
の
実
物
資
料
。
さ
ら

に
写
真
や
説
明
パ
ネ
ル
も
展
示
し
、
児
童
や

教
師
が
間
近
で
見
て
、
学
べ
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
学
区
の
歴
史
や
伝
統
、

文
化
に
つ
い
て
紹
介
す
る
「
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
」
も
設
置
し
て
い
ま
す
。 

体
験
活
動
で
は
、
低
学
年
で
は
、
生
活
科

に
合
わ
せ
竹
と
ん
ぼ
や
だ
る
ま
落
と
し
な
ど

の
昔
の
遊
び
、
中
学
年
で
は
、
火
の
し
や
炭

火
ア
イ
ロ
ン
、
石
臼
で
の
き
な
粉
づ
く
り
、

高
学
年
で
は
、
火
お
こ
し
や
勾
玉
づ
く
り
な

ど
の
体
験
を
多
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ど
の
学
校
で
も
熱
心
に
展
示
物
を
見
た

り
、
体
験
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
何
度
も
展
示
室
に
足
を

運
び
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
進
ん
で

質
問
し
て
メ
モ
を
と
る
児
童
も
い
て
、
こ
の

よ
う
な
姿
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

本
年
度
の
学
校
移
動
博
物
館
も
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

学
校
か
ら
の
要
望
や
意
見
を
生
か
し
、
展
示

資
料
、
解
説
内
容
、
児
童
へ
の
問
い
か
け
方

な
ど
の
改
善
を
常
に
図
り
つ
つ
、
よ
り
良
い

「
学
校
移
動
博
物
館
」
が
運
営
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。 
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★大昔サバイバルツアー 

6月 15日（土）、16日（日） 

①午前 9時 30分～ ②午後 1時 30分～ 

●対 象：小中学生とその保護者 

    （小学校 3年生以下は保護者同伴） 

●定 員：各回 20名 

●参加費：1人 300円 

（保護者は別途観覧料が必要です。） 

●申込み：6月 8日（土）午前９時から電話で博物

館へ。申込時に希望の日時を伺います。 

※詳しくは博物館ＨＰ、広報はままつ等でご確認く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 催し物のご案内 

浜松市博物館    開館時間：9 時～17時    5・6 月の休館日：5/20、27、6/3、10、17、24 

〒432-8018静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22番 1号   電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275 
Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    ＨＰ：https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/  

 

【博物館所蔵資料の紹介】 

蠅帳（はいちょう） 

現在は生活環境が衛生的になり、ハエの数も減っ

たように思われますが、昔は浄化槽や下水道も完備

されておらず、ゴミの処理も不十分で、殺虫剤もな

かったことなどから非常にハエが多かったようで

す。そのような環境の中で食べ物の腐敗を防ぐこと

は大変でした。当然冷蔵庫などはなかったため、夏

場の暑い日には半日も経つともう臭いが付きだし、

風通しのよいところへ置かなければならなかった

のですが、出しておけばハエがたかります。そのた

め蠅帳は必需品でした。ハエを寄せ付けないと同時

に、風通しが良く、食べ物を保存する道具として大

変重宝しました。 

蠅帳が一般的に使われるようになったのは江戸

時代といわれています。代表的なものは二種類あり

ます。一つ目は小型の戸棚式のものです。これは片

開き戸が付いていて、周囲に紗（しゃ）や金網など

が張ってあるものです。また中に棚が一、二段あっ

て、下に引き出しが付いているものや、台所の壁な

どに吊るものもありました。二つ目は、ほろ蚊帳式

のもので、食卓の上に一時的にかぶせておくもので

す。これは四角に木枠をつくり、これに太い針金を

山型に渡し、そこに紗を張ったものです。その後つ

ぼめることができる傘式のものも登場しました。 

★テーマ展「天竜川平野のパイオニアたち」 

開催中～7月 1日（月） 

☆ギャラリートーク 

6月 1日（土）、7月 1日（月） 

午後２時～（約３０分） 

 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

6月 8日（土）午後 2時～ 

会 場：蜆塚公園内旧高山家住宅 

参加費：無料 

※事前申込み不要。直接、会場へ。 

 

 


